
 令和 5年度 第 2回日本脊椎脊髄病学会 安全医療推進委員会 議事 

2023.05.30（火） 18:30-19:30  

 場所：オンライン会議（会議主催地：名古屋大学医学部付属病院 会議室） 

 

出席委員： 高橋（担当理事） 今釜（委員長） 大谷  奥田 

加藤  酒井  須田   手束  寺井  中西  西田 

伊藤（書記） 村上（敬称略） 

アドバイザー： 川口（欠席）（敬称略） 

欠席委員： 宮腰 相澤 湯川（敬称略） 

ゲスト： 山田 賢太郎（敬称略） 

 

議事 

１． 新規検討事項 

（ア）脊椎手術手技合併症ライブラリの構築：東京医科歯科大学山田先生 

1. 山田先生から「脊椎手術手技合併症ライブラリの構築」（脳外科で開始

された合併症ライブラリ構築の説明と整形外科との違いなど）についてプ

レゼンが行われた。 

 

2. 委員から山田先生にいくつかの確認が行われた 

a. 脳外科で構築されているデータベースにアクセス出来るのはどのような

方か→脳外科学会の会員で、その中でさらに登録された方のみ 

b. 登録制の理由は何か→誹謗中傷、訴訟を懸念してそのような対応をとっ

ている 

c. 脳外科では動画はトラブルで終了しているのかトラブルシューティング

まで入っているのか→まずはトラブルシューティングまで入った動画を集

めていく方向 

d. 脳外科で倫理審査はどうしているか→各施設に任せており、決まった形

式はまだない 

 

3. 山田先生にご退出いただき、委員のみで検討 

a. 動画撮影、動画提出に関して患者様の同意が必要であり、後日提出する

場合に合併症発生症例であり、どういった形で同意を得るかが問題とな

る。 

b. 海外では合併症動画を目にした人が個人を特定して訴訟に発展するケー

スがある。 

c. 学会でデータを管理することになった場合は十分なセキュリティが必要



となり、かなりの費用がかかる可能性がある。 

d. 方向性が十分定まっておらず、前例もない状況で、セキュリティの問

題、コストの目安などがわからない状況で、学会主導で開始するのはハ

ードルが高いため、限られた施設などでまずは開始するのも一つではな

いか。 

e. 脳外科と比較して術野などの状況から個人を特定されやすい。 

f. トラブルのみで収集するのではなく、トラブル後のリカバリー症例のみ

をトラブルシューティングとして収集するのが建設的と考える。 

g. 希少症例に関しては個人が特定されやすくなり、さらに参考にもなりに

くい。 

h. 上手くいった症例を集めていくことを考えてもいいのではないか。 

i. 個人情報保護の観点から実際の動画ではなく、アニメのイラスト動画の

ような形でフィクションとして作成するのはどうか。 

j. トラブルのみで動画が終了するのはかなり危険であり、動画はセキュリ

ティをどれだけ高めても何らかの形で流出してしまうリスクがある。 

k. 提供した人に対するインセンティブは個人を特定されるリスクがある。 

l. 倫理審査、法的な問題をどのようにクリアするかを明確にする必要があ

り、現状で理事会に議題として挙げるのは困難。 

 

4. まとめた意見を酒井先生から山田先生にお伝えしていただき、山田先生

にご検討いただき、必要に応じてお返事をいただくこととなった。 

 

２． 報告事項 

（ア） 日本脊椎脊髄病学会理事会（2023年 5月）：高橋先生 

理事会報告がされ、下記内容を確認した。 

1. 安全医療に関する新たな報告はなかった。 

2. 脊椎内視鏡 UBE（Unilateral Bi-portal Endoscopy）に関してはまだまとま

っていない状況。 

 

（イ） 貸出器械（Loan Instruments）使用患者が後日プリオン病と判明した事

例報告（日本整形外科学会より）：酒井先生 (JOA安全医療推進委員会ア

ドバイザー) 

1. 今回は特に報告なし。必要なことがあればその都度ご連絡をいただく。 

 

３． 検討・報告事項 

（ア） 脊椎脊髄手術における周術期抗血栓薬使用の安全性に関する研究： 



酒井先生、手束先生 

1. SSRRへの投稿論文がアクセプト済みであり、今回で終了。 

 

（イ） 脊椎手術における部位確認に関する研究：川口先生 

1. 研究内容が JSR へ論文アクセプトされたため、今回で終了。 

 

（ウ） プリオン病感染予防についてのアンケート調査 : 酒井先生 

1. 今回は特に報告なし。必要なことがあればその都度ご連絡をいただく。 

 

４． 次回委員会開催日 

・【次回】2023.9.26（火）18時 30分～ 

（・【予備日】2023.11.28（火）18時 30分～） 

・【次々回】2024.1.30（火）18時 30分～ 


